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論文内容の要旨
〔目的〕
パニック障害 (PD) と全般性不安障害 (GAD) は、イミプラミンの反応についての研究から分類された疾患概念
であり、その症状は類似しているが生物学的には異なる病態と考えられている。正確な鑑別には乳酸点滴や C02 吸
入によるパニック発作の誘発がもちいられてきたが、この方法は被験者に大きな苦痛を強し、るものであった。そこで
今回の研究では、患者にとって侵襲の少ない事象関連電位 (ERP) をもちいて PD と GAD の神経生理学的な特徴を
評価することで両者の分類を試みた。
[ 方法ならびに成績 ]
対象は DSM-Nに従い PD と診断された患者 52 名(男性 28 名、女性 24 名、平均年齢 33.8 ::1::: 8.5 歳)と GAD の患
者 34 名(男性 17 名、女性 17 名、平均年齢 36.6土 8.3 歳)であり、同時に健常者 (control) 28 名(男性 16 名、女
性 12 名、平均年齢 33.1 ::1::: 8.7 歳)の測定を比較のためにおこなった。また、全ての被験者に検査の内容と目的の説明
をおこない同意を得た。
ERP は、 1000 Hz と 2000 Hz の純音を 4:1 の確率でランダムに被験者に提示し、低頻度標的刺激である 2000 Hz 
純音が聞こえたときのみボタン押し反応をおこなう oddball 課題下でおこなった。そして pz からの脳波を両側耳菜
との単極誘導により測定し、 30 回の平均加算をおこない ERP を導出した。 ERP は刺激から各頂点までの潜時と基線
からの振幅、および各頂点間の潜時 (IPL) についても評価した。統計学的評価は Scheffe test をもちいた一元配置
分散分析 (ANOVA) にておこなった。
PD の ERP 潜時において、 P2 は 157.0 ::1:::21.8 ms、 N2 は 207.6土 24.4 ms、 P3 は 316.2 ::1::: 28.9 ms であり他の 2 群
(GAD ではそれぞれ、 179.0 ::1::: 29.2 ms、 222.4土 30.0 ms、 333.1 ::1:::30.5 ms、 control では 173.7士 22.4 ms、 226.1 士
22.5 ms、 343.4土 2 1. 9 ms) と比較して短縮していた。また、 PD では N1-P2IPL が 61. 2 ::1:::17.5 ms と他の 2 群 (GAD
は 74.8 ::1::: 32.2 ms、 control では 75.6 ::1:::22.2 ms) と比較して短縮し、 control の 1 標準偏差以上に長い N1-P2IPL を
持つ者は PD には全く存在しなかった。よって、 PD における P2 、 N2 、 P3 の頂点潜時短縮は N1-P2 間の変化によっ
て起こっているのではないかと考えた。なお、各頂点の振幅については群聞に有意な差を認めなかった。
〔総括〕
今回の研究では PD の P2 、 N2、 P3 頂点潜時が GAD や control と比較して短潜時であり、それは N1-P2IPL 短縮
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により生じているのではなし、かということが示唆された。この結果は、前注意段階 (Nl) から注意段階 (P2) への
認知情報処理が PD では早くなっているということを示している。他の生理学的研究では prepulseinhibition (PPl) 
をもちいた検討で、 PD の前注意段階での障害が報告されており、今回の結果と近似していた。すなわち、 PD では入
力された体性感覚に対する注意機能の充進が特徴であり、今回の結果はそれを反映している可能性がある。これに対
して GAD の異常は ERP に反映されず、もっと後のプロセス、例えば性格・情緒などが関与しているのかもしれない。
以上の検討から、 PD と GAD に ERP を測定し、その頂点潜時と頂点間潜時を測定することは、非発作時の両疾患の
患者を苦痛無く鑑別する手段として臨床上有用であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
パニック障害 (PD) と全般性不安障害 (GAD) は、以前には同一疾患と考えられていたほど非発作時の鑑別が難
しい。この研究論文は、患者への侵襲がほとんど無い事象関連電位 (P300) をもちいて、 PD と GAD の疾患鑑別を
試みたものである。 P300 は被験者に音の弁別という精神作業を要求した際に脳波上に誘発される電位であり、認知
情報処理過程を反映している。 52 名の PD と 34 名の GAD に対し P300 の測定をおこない 28 名の健常者と比較した
ところ、 PD では NI-P2 頂点聞が他の 2 群より短縮しており、それに伴い P2、 N2、 P3 頂点の潜時短縮が起きていた。
この結果は、 PD での前注意段階から注意制御段階への時間的処理促進という特徴を表し、これが GAD との生理学
的な差であることが示唆される。これまで非発作時の PD と GAD を鑑別するためには、患者に乳酸点滴や二酸化炭
素吸入をおこないパニック発作が誘発されるかどうかで判定するという方法が必要とされてきた。しかし、これらの
方法は患者に大きな精神的身体的苦痛を与えるものであった。この研究論文は、患者にそのような負担をかけること
なく、両疾患の鑑別に有用な方法を臨床にもたらすものであることから、学位に値すると考える。
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